













































































































































































































































































































































































































































敗を防ぐための對策こそが、二千石を戒め 「便宜」其二で る 傅玄は收穫量を增やす方法 して、水利・農事に通暁する河堤謁者の石恢を召し、詳しく得失を問うよう提案した。水利の重要性および適材適所の人材登用は「便宜」其三 見られたとおりで、これも經典 理念を現實政治に活かそ とするも であった。　
以上、「便宜」其一から其四までを檢討した。典農校尉としての經驗 の不正摘發に求めた範、そして儒教經




































































































































































































































































































































































































 『晉書』 の本傳によれば、 傅玄は弘農太守に就いたときに典農校尉を兼任した。 正確な就官年は不明だが、 曹魏末期のことである。 本來、 軍屯を管轄する官としては、度支尚書・度支中郎將・度支校尉等の度支官が存在した。
（四）
　
 好並隆司「曹魏屯田に於ける方格地割制」 （ 『歴史學研究』二二四、 一九五八年十月）および 竹園卓夫「魏の典農部屯田についての一考察」 （ 『集刊東洋学』二八、 一九七二年十月）を參照。また、 石井仁 魏の武帝
　
曹操』 （新人物文庫、 二〇〇九年。 『曹操







 西嶋定生「魏の屯田制」 （ 『東洋文化研究所紀要』 〇、 一九五六年十月。一九六五年十二月に改訂したものを、 『中國經濟史研究』 、東京大学出版會、一九六六年に所收） 。本稿は改訂版を參照した。
（六）
　








 渡邉義浩「官僚」 （ 『後漢國家の支配と儒教』 、雄山閣出版、 九九五年に所收）は 後漢政權樞要官の地域性を檢討し、後漢初期には荊州南陽郡の官僚を優先的に登用していたこと、それに次いで司隸河南郡が優遇されていたこと 論じている。
（九）
　
 小嶋茂稔「建武度田政策始末攷（上）―後漢の建國期 おける國家 社會―」 （ 『山形大學紀要（社會科學） 』三三―一、 二〇〇二年七月）および「建武度田政策始末攷（下）―後漢の建國期における國 と社會―」 （ 『山形大學紀要（社會科學） 』三三―二 二〇〇三年二月）
（一〇）
 先是、諸典農各部吏民、末作治生、以要利入。芝奏曰、王者之治、崇本抑末、務農重穀。王制、無三年之儲、國非其國也。管子區言、以積穀爲急。方今二虜未滅、師旅不息、國家之要、惟在穀帛。武皇帝特開屯田之官、專以農桑爲業。建安中、天下倉廩充實、百姓殷足。自黃初以來、聽諸典農治生、各爲部下之計、誠非國家大體所宜也。夫王者以海內爲家、故傳曰、百姓不足、君誰與足。富足之田、在於不失天時而盡地力。今商旅所求、雖有加倍之顯利、然於一統之計、已有不貲之損、 如墾田益一畝之收也。夫農民之事田、自正月耕種、耘鋤條桑、耕熯種麥 穫刈築場、十月乃畢。治廩繫橋、運輸租賦、除道理梁 墐塗室屋、以是終歲、無日 爲農事也。今諸典農 各言、留者爲行者宗田計 課其力、勢不得不爾。不有所廢、則當素有餘力。臣愚以爲 不宜復以商事雜亂、專以農桑爲務、於國計爲便。明帝從之（ 『三國志』卷十二
 司馬芝傳） 。






 大司農の注に引く『魏志』には、 「曹公置典農中郎將、 秩二千石。典農都尉、 秩六百石、 或四百石。典農校尉、 秩比二千石」とある。
（一三）
 其三曰、 以魏初未留意於水事、 先帝統百揆、 分河堤爲四部、 并本凡五謁者、 以水功至大、 與農事並興、 非一人所周故也。今謁者一人之力、 行天下諸水、 無時得徧。伏見河堤謁者車誼不知水勢、轉爲他職、更選知水者代之、可分爲五部、使各精其方宜（ 『晉書』卷四十七
 傅玄傳） 。
（一四）
 陸田者、命懸於天也。人力雖修 苟水旱不時、則一年之功棄矣。水田制之由人、人力苟修、則地利可盡、天時不如地利、地利不如人和（ 『太平御覽』卷八百二十一
 資產部一
 田引『傅子』 ） 。なお、 『傅子』の成書年代は不詳であり、呉婉霞『傅玄及《傅子》研究』 （中國政法大學出版社、二〇一五年）は、およ
そ魏晉交代期ごろに著作したと推測する。 『晉書』本傳によれば 『傅子』は「數十萬言」に及んだとあることから、長期に渡って執筆されたのであろう。
（一五）
 臣聞舜擧五臣、無爲而化、用人得其要也。天下羣司猥多、不可不審得其人也。不得其人、一日則損不貲、況積日乎。典謨曰 無曠庶官。言職之不可久廢也。諸有疾病滿百日不差 宜令去職、優其禮秩而寵存之、既差而後更用。臣不廢職於朝、國無曠官之累、此王政之急也（ 『晉書』卷四十七
 傅玄傳） 。
（一六）拙稿「傅玄『傅子』の治國・人事思想」 （ 『三國志研究』一二、 二〇一七年九月） 。（一七）
 其四曰、古以步百爲畝、今以二百四十步爲一畝、所覺過倍。近魏初課田 務多 頃畝 但務修其功 、故白田收 十餘斛、水田收數十斛。自頃以來、日增田頃畝之課、而田兵益甚 功不能修理、至畝數斛已還、或不足以償種。非與曩時異天地、橫遇災害也、其病正在於務多頃畝而功 修耳。竊見河堤謁者石恢甚精練水事及田事、知其利害、乞中書召恢 委曲問其得失、必有所補益（ 『晉書』卷 十七
 傅玄傳） 。
（一八）
 伊藤敏雄は、西晉の占田・課田制に關する論について、占田と課田とがそれぞれ異なる農民を對象とするＡ説 占田と課田とがそれぞれ同一戸内の異なる民を對象とするＢ１説、占田と課田とがとも 同一の民を對象 し 課田が占田内に包括されるとするＢ２説 占田と課田とがともに同一の民（特に戸主）を對象とし、 課田を占田の外に設定するＢ３説の に大別する 詳しくは 伊藤敏夫「西晉の占田 ・ 課田制の再檢討 中國古代史研究』第五、 雄山閣出版、一九八二年）を參照。
（一九）
 岡崎文夫 「魏晉南北朝を通じ北支那 於ける田土問題綱要」 （ 『支那學』 六―三 一九三二年七月。 『南北朝に於ける社會經濟制度 弘文堂書房 一九三五年に所收。一九六七年新装版發行） 。
（二〇）










 苑囿悉可罷之、以給百姓無田業者。貧者全無資產、不能自存 各賜牧牛一頭 若私有餘力 樂取官牛墾官 者 其依魏晉舊法（ 『晉書』卷一百九
 慕容皝載記） 。
（二三）
 其五曰、 臣以爲 ①胡夷獸心、 不與華同、 鮮卑最甚
























 渡邉義浩「西晉における華夷思想の變容」 （ 『大東文化大學漢學會誌』四八、 二〇〇九年三月。 「華夷思想と「徙戎論」 」と改題して、 『西晉「儒教國家」と貴族制』 、汲古書院、二〇一〇年に所收） 。
（二六）
 『後漢書』 列傳八十
 烏桓鮮卑傳の論に、 「論曰、 四夷之暴、 其埶互彊矣。匈奴熾於隆漢、 西羌猛於中興、 而靈 ・ 獻之閒、 二虜迭盛」 とある。前漢では匈奴が脅威であっ
たが、後漢では羌が猛威を振るい、靈帝・獻帝の後漢末期では烏桓・鮮卑の二虜が盛んであったとする。
（二七）











 初、郡将范津明知人、擧燮孝廉 及津爲漢陽、与燮交代、合符而去 鄕邦栄之。津字文淵、南陽人。燮善卹人、叛羌懷其恩化、竝來降附。乃廣開屯田、列置四十餘營（ 『後漢書』列傳四十八
 傅燮傳） 。
（三〇）




―「恩信」を媒介として―」 （ 『學習院史學』五五、 二〇一七年三月）を參照。
（三一）
 『傅子』は宋代以降に散逸しており、 現行本 傅子』の傅燮 は、 「傅燮字南容、 奉寡嫂甚謹、 食孤侄如赤子」というごくわずかな文しか殘存していない。なお、『傅子』の篇名・内容についての詳しい考察は、劉治立『 《傅子》評注』 （天津古籍出版社、二〇一〇年）を參照。
（三二）
 詔曰、得所陳便宜、言農事得失及水官興廢、又安邊御胡政事寬猛之宜 申省周備 一二具 此誠爲國大本、當今急務也 如所論皆善、深知乃心。廣思諸宜、動靜以聞也（ 『晉書』卷四十七
 傅玄傳） 。
（三三）
 傅玄は、 『傅子』治體篇の中で、 『春秋左氏傳』昭公二十年の「寬猛相濟」に基づく「德威相濟」を自らの政治理念として掲げている。詳しくは注（一六）所掲の拙稿を參照。

